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信号条件の組み合わせは多数

無線LAN機器の信号条件は「接続方式」「チャネル（周波数）」「伝送レート」があります。（下表参照）

無線LAN機器を完成品かつ実動作状態で、すべての信号条件の組み合わせで評価していない場合、下記のようなトラブルが発生
するリスクがあります。

✓ 完成品のファームウェアで、本来有効な接続方式が機能していない。

✓ 完成品のファームウェアを更新したら、パワーが異常出力されていた。

✓ 完成品を運用状態にすると内部温度が上昇し、定常的に受信感度でエラーが発生する。

✓ 周波数特性による劣化、たとえば高い周波数のチャネルの特性が大きく劣化している。

✓ 完成品では変調精度（例:64QAMや256QAM）が悪化しており、実運用で高速な伝送レートが利用できない。

ワイヤレスコネクティビティテストセット MT8862Aは、無線
LAN機器を完成品の形状で、かつ実動作状態で無線品質を評価で
きる「ネットワークモード」という機能を備えた測定器です。
IEEE802.11a/b/g/n/ac/ax/be に対応しており、アクセスポイン
ト(AP)、子機(STA)の送受信性能を簡単に評価できます。

本資料では、制御用PCからエクセルのマクロ機能を利用して
MT8862Aを制御しながら測定結果を取得する評価ツール（サン
プルソフトウェア）を紹介します。 ワイヤレスコネクティビティテストセット

MT8862A

制御用PC

信号条件の組み合わせは膨大であり、それらを一つずつ手操作で評価するために長時間拘束されてしまう
という課題があります。11ax/beでは6 GHz帯が追加され、三つの周波数帯の測定が必要となり、さらに
信号条件が増えます。

その課題を解消するため、MT8862Aでは「IEEE802.11 送受信特性評価ツール」を用意しています。

無線LAN機器の評価負担を軽減 
IEEE802.11 送受信特性評価ツール
ワイヤレスコネクティビティテストセット MT8862A

接続方式 11b 11a 11g 11n 11ac 11ax 11ax(6G帯) 11be 11be(6G帯)

周波数帯
[GHz]

2.4 5 2.4 2.4 / 5 5 2.4 / 5 6 2.4 / 5 6

チャネル番号
（チャネル数）

1-14
（14個）

36-169
（26個）

1-13
（13個）

1-13(13個)
36-169(26個)

36-169
(26個)

1-13(13個)
36-169(26個)

1-233
(58個)

1-13(13個)
36-169(26個)

1-233
(58個)

伝送レート
[Mbps]

1/2/
5.5/11

6/9/12/
18/24/36/

48/54

6/9/12/
18/24/36/

48/54
--- --- --- --- --- ---

MCS --- --- --- 0～7 0～9 0～11 0～11 0～13 0～13



① Fixed Parameter Test ＜送信特性＞ 11a/b/g/n/ac/ax 対応

無線LAN
機器

Ethernet Cable

RF Cable
MT8862A

制御用PC

✓ エクセル マクロ機能
✓ 3種類の測定モード

送受信特性評価ツール（エクセル）のシート

【測定の流れ】

A) Parameters/Value：
信号条件など各種パラメータを設定。

B) Start Measurement：
測定を開始。

C) Test Item/Result/Judge/Limit：
数値結果を取得してResultに表示。
Limitの許容値と比較し、Judgeに
Pass/Failの判定結果を表示。

D) Copy Sheet
シートをコピー。
※測定結果をシートごと保存。

【主な特長】

➢ 同じ信号条件で
複数の無線LAN機器を比較評価

➢ 測定を自動実行し、数値結果を取得

➢ 試験項目ごとにPass/Failを自動判定

➢ シートをコピーして測定結果を保存

Ａ

B

D

C

ユースケース ＜比較評価＞

✓ モジュール選定

✓ ファームウェア更新の前後

✓ ハードウェア改造の前後

✓ 旧機種と新機種

✓ 自社製品と他社製品

✓ 量産開始前の性能ばらつき など

３種類の測定モードに対応

Fixed Parameter Test 画面例

“Fixed Parameter Test”は、信号条件を特定して無線LAN機器の送信特性を評価します。

同じ信号条件で、複数の無線LAN機器の送信特性を比較評価する際に利用できます。

無線LAN機器のRF評価セットアップ図

IEEE802.11 送受信特性評価ツールは、評価目的に応じて
3種類の測定モードを選択できます。

① Fixed Parameter Test ＜送信特性＞
設定した「一つ」の信号条件で、
測定を実行し結果を取得。

② Parametric Test ＜送信特性＞
選択した「複数」の信号条件で、
自動的に切り替えながら測定を実行し結果を取得。

③ Sensitivity Search ＜受信特性＞
選択した「複数」の信号条件で、
自動的に切り替えながら測定を実行し結果を取得。

※ツールを実行するにあたり、DUTの電源を投入するなどの手動制御は必要になります。



② Parametric Test ＜送信特性＞ 11a/b/g/n/ac/ax/be 対応

“Parametric Test”は複数の信号条件を選択し、それらを自動的に切り替えながら送信特性を評価します。

同一の無線LAN機器に対して、利用可能な信号条件の組み合わせをまとめて評価する際に利用できます。

Parametric Testの測定結果例

Parametric Test メイン画面

Set Parameters 画面

2.4 GHz Band画面（例：11g）

Common Parameters画面

【測定の流れ】

A) メイン画面 → Set Parameters：
設定するパラメータ画面を選択。

B) Common Parameters：
入出力レベルなど共通パラメータを設定。

C) 2.4 GHz・5 GHz・6 GHz Band ：
チャネルと伝送レートで試験対象の信号条
件を選択。

D) メイン画面 → Start Measurement：
測定を開始。

E) 測定結果：
数値結果を取得して、信号条件ごとに横一
列に表示。
”Limit”シートに設定した許容値と比較し、
Failのセルは赤色で塗りつぶし、最左列に
全体のPass/Failの判定結果を表示。

F) Copy Sheet
シートをコピー。
※測定結果をシートごと保存。
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【主な特長】

➢ 単一の無線LAN機器で
複数の信号条件で性能評価

➢ 測定を自動実行し、数値結果を取得

➢ 試験項目ごとにPass/Failを自動判定

➢ 測定結果は１シートで表示し、確認/管理が容易

➢ シートをコピーして測定結果を保存

ユースケース ＜単一製品の性能評価＞

✓ 接続方式・チャネル・伝送レートの

組合せによる性能評価

✓ 完成品のファームウェアにて、

接続方式の動作の可否をチェック

✓ 周波数特性による性能劣化のチェック

✓ 高速な伝送レートで求められる

変調精度の実力チェック

6 GHz Band画面（例：11be EHT TB）



③ Sensitivity Search ＜受信特性＞

“Sensitivity Search”は無線LAN機器の受信特性である最小＆最大の感度レベルを評価します。

②Parametric Testと同様に、複数の信号条件を選択して自動的に切り替えながら受信特性を評価します。
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Sensitivity Search Setting画面

Rx Testの結果表示画面例

【測定の流れ】
※A,B,C,Eの画面は、②Parametric TestのA,B,C,Dと同じ。

A) メイン画面 → Set Parameters：
設定するパラメータ画面を選択。

B) Common Parameters：
入出力レベルなど共通パラメータを設定。
Number of PacketなどRx Test Parameterを設定。

C) 2.4 GHz Band・5 GHz Band ・6 GHz Band ：
チャネルと伝送レートで試験対象の信号条件を選択。

D) Sensitivity Search Setting：
MT8862Aの出力レベル、PERの判定値を設定。
出力レベルは高い方から低い方へ自動的に切り替えます。

E) メイン画面 → Start Measurement：
測定を開始。

F) 測定結果：
数値結果を取得して、信号条件ごとに２行で表示。
複数の信号条件があれば、下の行に追記。

G) Copy Sheet
シートをコピー。
※測定結果をシートごと保存。
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